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平成１８年３月期  第３四半期財務・業績の概況（連結） 

                                   平成 18 年 2月 20 日 

上場会社名  株式会社ミクニ （コード番号：7247 東証第２部）

（ＵＲＬ http://www.mikuni.co.jp/ ）   

代 表 者  役職・氏名 代表取締役社長       生田允紀 ＴＥＬ：（03）3833 –  0535 

問合せ先責任者役職・氏名 執行役員財務・経理本部長  櫻井榮一 
 
１．四半期財務情報の作成等に係る事項 
① 会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無 ：有 

     （内容） 法人税等の計上基準等・・・見積実効税率を用いて計算しております。 

② 最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無 ：無 
 
③ 連結及び持分法の適用範囲の異動の有無 ：有 

    （内容） 連結 （新規） １社 （除外） －社 持分法 （新規） －社 （除外） －社 
 
２．平成 18 年 3 月期第 3四半期財務・業績の概況（平成 17 年 4月 1日～平成 17 年 12 月 31 日） 
(1) 経営成績（連結）の進捗状況         （金額は百万円未満を切捨てて表示しております。） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 
四半期（当期） 
純 利 益 

 百万円   ％ 百万円   ％ 百万円   ％ 百万円   ％

18 年 3月期第 3四半期 62,134   12.1 2,782    0.0 3,064   10.8 1,548   14.2

17 年 3 月期第 3四半期 55,420  △1.9 2,781  △1.6   2,764   34.8 1,355   ―  

(参考)17 年 3 月期 75,750        3,697        3,714       1,491       

 

 
１株当たり四半期 

（当期）純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり四半期 
（当期）純利益 

 円  銭 円  銭

18 年 3月期第 3四半期 45    57  ―    ―

17 年 3月期第 3四半期     39    88  ―  ―

(参考)17 年 3 月期 40    93  ―    ―

（注）①売上高、営業利益等におけるパーセント表示は、対前年同四半期増減率を示します。 

   ②四半期（当期）純利益は平成 17 年３月期第１四半期から開示を始めたため、対前年同四半期増減率については記載しておりません。 

 
【経営成績（連結）の進捗状況に関する定性的情報等】 
 当第３四半期のセグメント別売上高は以下の通りです。             

 自動車関連品事業 生活・環境関連品事業 輸入品販売等事業 合   計 

 

18 年 3 月期第 3四半期 

17 年 3 月期第 3四半期 

百万円 

44,241      

41,639     

百万円

    6,123  

5,943     

百万円

11,769  

    7,837     

百万円

62,134      

55,420     

（参考）17年 3 月期  56,656     7,751    11,342     75,750     

（注）前中間期から事業の種類別セグメントを変更したため、前年同四半期を変更後の区分に組み替えて記載しております。 

＜営業の概況＞ 
【自動車関連品事業】 

 四輪車・二輪車・レジャービークル用製品の製造販売を中心とする当事業の売上高は、前年同四半期に比べて四

輪車用製品は、軽自動車用吸気モジュール製品および電子制御式スロットルシステムが増加しましたが、小型自動

車用スロットルボデーは減少しました。二輪車用製品は、気化器からインジェクション化への吸気系システムの変

更が進行しており、大型二輪車用スロットルボデーが大幅に増加しました。四輪バギー車においても二輪車同様イ

ンジェクション化の傾向があり、四輪バギー車用スロットルボデーが増加しました。また、船外機用吸気モジュー

ル、４サイクルエンジン用オイルポンプも堅調に推移しました。さらに、二輪車市場が拡大しているアセアン地域

では、小型二輪車用気化器が増加しました。 

その結果、当事業の連結売上高は、442 億 4 千 1百万円(前年同四半期比 6.2%増)となりました。 
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【生活・環境関連品事業】 

 ガス制御機器類、暖房器類、健康・美容機器、福祉介護機器等の製造販売を中心とする当事業の売上高は、前年同

四半期に比べてガス制御機器類は、国内はガス機器市場における価格競争の影響もあり減少しましたが、欧州向けは

増加しました。また、車輌用暖房器類は、バス等の買替需要や寒冷地向け建設機械用暖房器の需要があり増加しまし

た。福祉介護機器、チャイルドシートは減少しましたが、健康・美容機器は新製品の市場投入により増加しました。 

その結果、当事業の連結売上高は、61億 2 千 3百万円(前年同四半期比 3.0%増)となりました。 
 
【輸入品販売等事業】 

航空機用部品・芝管理機械等の輸入販売を中心とする当事業の売上高は、前年同四半期に比べて航空機用材料の受

注が好調に推移し大幅に増加しました。芝管理機械についても、新商品の販売およびゴルフカート車の需要がありま

した。 

その結果、当事業の連結売上高は、117 億 6 千 9百万円(前年同四半期比 50.2%増)となりました。 
 
(2) 財政状態（連結）の変動状況         （金額は百万円未満を切捨てて表示しております。） 

 総 資 産 株主資本 株主資本比率 
１株当たり 
株主資本 

 百万円  百万円 ％   円   銭 

18 年 3 月期第 3四半期 77,015      22,212     28.8    654    03  

17 年 3 月期第 3四半期 73,267     19,227    26.2   565   84  

(参考)17 年 3 月期 73,653      19,289     26.2    564    77  

 

【財政状態（連結）の変動状況に関する定性的情報等】 

 当第３四半期末の財政状態は、前連結会計年度末と比較して総資産は 3,361 百万円増加し、株主資本は 2,922 百万

円増加いたしました。これは、主に売上高の増加および中国でガス制御機器類の製造販売を行っている子会社を連結

の範囲に含めたことによります。その結果、株主資本比率は 28.8％となりました。 

 

添付資料 

（要約）第３四半期連結貸借対照表、（要約）第３四半期連結損益計算書 
 
３．平成 18 年 3 月期の連結業績予想(平成 17 年 4月 1日～平成 18 年 3月 31 日) 

 売 上 高 経 常 利 益 当期純利益 

 百万円 百万円 百万円

通   期 81,000    3,900    2,000    
(参考)１株当たり予想当期純利益（通期）  58 円 89 銭 

 

【業績予想に関する定性的情報等】 

 当該四半期における業績は計画通りに推移しておりますので、平成 17 年 11 月 25 日公表しました上記業績予想に
変更はありません。今後、業績予想を見直す必要が生じた場合は、速やかに開示いたします。 
 

（注）上記の業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、
今後様々な要因によって予想値と異なる場合がありますことをご承知おき下さい。 
 
 

 



（単位：百万円）

勘定科目 増減金額

金額 構成比 金額 構成比 金額 構成比

（資産の部） ％ ％ ％

流動資産

現金及び預金 2,698 3,584 △ 886 3,783

受取手形及び売掛金 17,231 16,333 897 15,326

たな卸資産 10,742 9,414 1,328 9,092

その他 2,686 2,130 556 2,143

流動資産合計 33,358 43.3 31,462 42.7 1,896 30,345 41.4

固定資産

有形固定資産 32,996 31,726 1,270 32,793

無形固定資産 912 733 179 681

投資その他の資産 9,746 9,730 15 9,446

固定資産合計 43,656 56.7 42,190 57.3 1,465 42,921 58.6

資産合計 77,015 100.0 73,653 100.0 3,361 73,267 100.0

（負債の部） ％ ％ ％

流動負債

支払手形及び買掛金 12,860 11,001 1,859 10,781

短期借入金 14,201 12,670 1,531 11,789

１年以内返済長期借入金 4,714 5,340 △ 626 5,325

賞与引当金 1,664 1,469 195 1,462

その他 4,341 4,213 128 3,679

流動負債合計 37,782 49.1 34,695 47.1 3,087 33,039 45.1

固定負債

長期借入金 6,946 9,581 △ 2,634 11,050

退職給付引当金 4,369 4,435 △ 65 4,287

その他 4,127 4,383 △ 256 4,373

固定負債合計 15,443 20.1 18,399 25.0 △ 2,956 19,711 26.9

負債合計 53,226 69.2 53,095 72.1 131 52,750 72.0

（少数株主持分）

少数株主持分 1,576 2.0 1,268 1.7 308 1,288 1.8

（資本の部）

資本金 2,215 2,215 － 2,215

資本剰余金 1,700 1,700 － 1,700

利益剰余金 11,833 10,537 1,296 10,261

土地再評価差額金 4,503 4,503 － 4,644

その他有価証券評価差額金 2,325 1,227 1,097 1,088

為替換算調整勘定 △ 341 △ 878 537 △ 668

自己株式 △ 24 △ 15 △ 9 △ 14

資本合計 22,212 28.8 19,289 26.2 2,922 19,227 26.2

負債、少数株主持分及び

資本合計

当第３四半期末

（平成17年12月31日）

前連結会計年度末

（平成17年３月31日）

（要約）第3四半期連結貸借対照表

(参考)前第３四半期末

（平成16年12月31日）

77,015 100.0 73,653 100.0 3,361 73,267 100.0
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（単位：百万円）

勘定科目
増減金額

金額 百分比 金額 百分比 金額 百分比

％ ％ ％

売上高 62,134 100.0 55,420 100.0 6,714 75,750 100.0

売上原価 51,619 83.1 45,117 81.4 6,502 62,035 81.9

売上総利益 10,514 16.9 10,302 18.6 211 13,715 18.1

販売費及び一般管理費 7,731 12.4 7,521 13.6 210 10,017 13.2

営業利益 2,782 4.5 2,781 5.0 0 3,697 4.9

受取配当金 89 56 33 53

家賃収入 150 167 △ 17 210

持分法投資利益 127 154 △ 27 207

その他 591 399 192 586

営業外収益合計 957 1.5 776 1.4 181 1,058 1.4

支払利息 417 490 △ 73 645

退職給付費用 170 187 △ 17 251

その他 88 115 △ 27 145

営業外費用合計 675 1.1 793 1.4 △ 117 1,041 1.4

経常利益 3,064 4.9 2,764 5.0 299 3,714 4.9

固定資産売却益 5 118 △ 113 243

その他 38 19 19 18

特別利益合計 43 0.1 137 0.2 △ 94 261 0.3

固定資産売却等損失 147 140 6 366

その他 165 129 36 662

特別損失合計 313 0.5 269 0.5 43 1,028 1.3

税金等調整前
四半期（当期）純利益

法人税等 916 1.5 992 1.8 △ 76 1,152 1.5

少数株主利益（減算） 330 0.5 284 0.5 45 303 0.4

四半期（当期）純利益 1,548 2.5 1,355 2.4 192 1,491 2.0

（要約）第3四半期連結損益計算書

2,947 3.9

(参考)前連結会計年度

自　平成16年４月１日

至　平成17年３月31日

2,794 4.5 2,633 4.7 161

当第3四半期

自　平成17年４月１日

至　平成17年12月31日

前第3四半期

自　平成16年４月１日

至　平成16年12月31日
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